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村の人口 

世帯数 

男 

女 

計 

2,131世帯 

3,219人　 

3,389人　 

6,608人　 

＋2 

＋7 

－6 

＋1

平成18年８月末現在 

お誕生おめでとうございます。 

秋吉　勇飛 男 

男 

女 

男 

Ｈ18.8.14 

Ｈ18.8.17 

Ｈ18.8.20 

Ｈ18.9.2

東　ケイ子（80） 

東　ノビエ（72） 

　橋　サヨ（89） 

海東　正輝（74） 

故人名（年齢） 

東　　政光 

東　　義高 

　橋　幸雄 

海東　凡子 

遺族氏名 

下小森 

出ノ口 

風　当 

風　当 

地区名 

秋吉　安憲 

木牟　孝至 

松永　誠司 

福田　真彦 

河原団地 

万　徳 

布　田 

下布田 

出生児名 性別 生年月日 保護者 地区名 

あきよし ゆう ひ 

松永　優月 

福田　真聖 
ふくだ まさ と 

木牟　　新 
き　む　れ あらた 

ゆ づき まつなが 

平成18年９月15日現在 

平成18年９月15日現在 

ごみは、燃：燃えるごみ／粗：粗大ごみ／缶：空き缶、空きビン／ガ：ガラス、せともの 
雑：雑誌、チラシ／新：新聞紙／ペ：ペットボトル／白：牛乳パック、白色トレイ 

夏の甲子園県予選、キャプテン
対決で村中を沸かせてくれた開
新高校の菅野晃司選手（右）と
専大玉名高校の園田崇尋選手（左）
が役場を訪れてくれました。 

竹 

電動車いすをご利用の方へ 

障害者自立支援法が変わります 

秋の行政相談週間・人権相談所開設 

こんにちは住民課です 

おひさま通信 

シリーズ防災（№13台風） 

ホッとＮＥＷＳ 

いのちの教育 

今月の情報【10月号】 

社協便り 
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もっと便利なテレビへ　地上デジタル放送 
むらのわだいむらのわだい むらのわだい 
西原村夏祭り、24時間テレビボランティア 
熊日金婚夫婦表彰式 
全国消防救助技術大会（水上の部）個人・団体で優勝 
夏季ソフトボール大会、双子の中学生が陸上で大活躍 
熊大フィルオーケストラ演奏会、魚のつかみ取り大会 
河原団地夏祭り、西原中２年生職場体験 

曜日 備考 行事／歴 
10　月 

11　月 

日 

西原村の今月の行事は、下記のようになっています。 

日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
 
 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 

 
燃 
缶 
新 
 
燃 
 
 
燃 
ガ 
白 
 
燃 
 
 
燃 
缶 
ペ 
 
燃 
 
 
燃 
缶 
 
 
燃 
 
 
燃 
缶 
 
 
雑 
燃 
 
 
 
燃 
缶 
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1 
2 
3 
4 
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6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

むらの月暦 

10

11
村県民税第3期納期限 

国民健康保険税第6期納期限 
介護保険料第4期納期限 

秋の行政相談週間 
10月16日～22日 

全国地域安全運動 
10月11日～20日 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動 

11
月
９
日
〜
15
日 

にしはら保育園運動会 
 
 
人形劇観劇（にしはら保育園） 
三種混合予防接種（改善センター） 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　体育の日 
ＥＭ配布日　　母子手帳発行ｐｍ 
 
1歳6ヶ月健診（改善センター） 
 
 
 
 
 
 
ポリオ接種（改善センター）　無料人権相談日（改善センター） 
ＥＭ配布日　行政相談日（のぎく荘） 
　熊本県人権教育研究大会（菊池市） 
　　収穫祭（滝交流農園） 
母子手帳発行ｐｍ 
 
寿生大学　就学時健康診断（山西小） 
ひよこ学級ｐｍ（改善センター） 
　　　　　　　 西原村合同窯開き 
 
秋のスポーツフェスティバル 
ＥＭ配布日 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　文化の日 
 
河原フェスタ（河原小） 
 
 
就学時健康診断（河原小）　戦没者追悼式（村民体育館） 
3歳児健診（改善センター） 
ＥＭ配布日 
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もっと便利なテレビへ　 
地上デジタルテレビ放送 地上デジタルテレビ放送 地上デジタルテレビ放送 

　
平
成
15
年
12
月
か
ら
、
関
東
・
近

畿
・
中
京
の
三
大
広
域
圏
で
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成
18
年
末
ま
で

に
は
、
す
べ
て
の
県
庁
所
在
地
で
の

放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
高
画
質
、
高
音
質
、
そ
し
て
デ
ジ

タ
ル
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術

を
生
か
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

の
本
放
送
へ
向
け
た
準
備
が
、
現
在

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。 

   

　
映
像
や
音
声
を
デ
ジ
タ
ル
信
号
に

置
き
変
え
て
送
信
す
る
こ
と
が
デ
ジ

タ
ル
方
式
で
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
は
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
は

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
備
え
て
い

ま
す
。
全
国
ど
こ
の
地
域
で
も
、
よ

り
高
画
質
な
（
ゴ
ー
ス
ト
や
雑
音
の

な
い
）
映
像
と
Ｃ
Ｄ
の
よ
う
な
高
音

質
の
音
声
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
情
報

量
を
送
信
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
の
特
徴

を
生
か
し
た
デ
ー
タ
放
送
に
よ
り
、

き
め
細
か
い
情
報
を
、
各
地
域
の
視

聴
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
い
ち
早

く
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
で

見
る
場
合 

◆
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

い
ま
ま
で
の
テ
レ
ビ
で
見
る
場
合 

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
用
チ

ュ
ー
ナ
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

◆
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

   
◆
10
月
１
日
か
ら
、
熊
本
の
全
放
送

局
が
一
斉
に
熊
本
局
（
金
峰
山
）

よ
り
デ
ジ
タ
ル
放
送
試
験
電
波
を

発
射
し
ま
す
。 

◆
12
月
１
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
総
合
・

教
育
）、
民
放
４
社
の
熊
本
局(

金

峰
山)

よ
り
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
開
始
さ
れ
ま
す
。 

◆
県
内
で
中
継
局
が
設
置
さ
れ
る
と

と
も
に
、
エ
リ
ア
ご
と
に
順
次
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、

平
成
23
年
７
月
に
終
了
す
る
予
定

で
す
。 

   

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
試
験
電
波
の
発
射

に
伴
い
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

を
受
信
し
て
い
る
戸
建
の
視
聴
者
の

方
や
集
合
住
宅
な
ど
の
共
同
受
信
設

備
の
一
部
で
は
、
ご
く
ま
れ
に
テ
レ

ビ
画
面
が
「
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
」「
雪

が
降
っ
て
い
る
よ
う
な
」
症
状
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
症
状
に
気
づ
か
れ
た

場
合
は
、「
熊
本
地
域
受
信
対
策
セ
ン

タ
ー
」
の
対
策
員
が
お
伺
い
し
て
症

状
を
確
認
し
、
対
策
を
行
い
ま
す
の

で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
こ
の
対
策
は
無

料
で
行
い
ま
す
が
、
原
因
が
デ
ジ
タ

ル
放
送
試
験
電
波
で
は
な
い
場
合
、

他
県
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
受
信
し
て

い
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
熊
本
地
域
受
信
対
策
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。） 

   

　
熊
本
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
の

テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
は
「
受
信
対
策

員
証
」
と
「
腕
章
」
を
携
帯
、
着
用

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
対
策
員
が
金

銭
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【
問
合
せ
先
】 

（
社
）電
波
産
業
会
　
熊
本
地
域
受
信

対
策
セ
ン
タ
ー 

　
０
１
２
０
‐
０
４
０
‐
９
７
９ 

携
帯
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
公
衆
電
話（
有
料
）

　
０
９
６
‐
３
１
１
‐
２
６
４
０ 

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１ 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。 

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
Ｈ
Ｐ
ア
ド

レ
ス 

h
ttp
://w
w
w
.kb
t.g
o
.jp
/

総務省 

総務省 
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３年ぶりに復活！ 

　８月26日、たくさんの方の夏祭り復

活を望む声を受け、西原村商工会青年

部主催による西原村夏祭りが阿蘇ミル

ク牧場で開催されました。 

　なかなか降り止まない夕立のため、

約40分遅れで祭りがスタート。会場に

は地域の方々手づくりの飲食販売やゲ

ームの出店が立ち並び、祭りの雰囲気

を盛り上げます。にしはら保育園年長

児の元気いっぱいなダンスでステージ

の幕が開け、のぎく荘利用者の方の踊

りや劇、西原夢運太鼓や西原中学校吹

奏楽部の演奏、有志の方の踊りなどが

披露されました。また、からいもダン

サーズの出演もあり、奇抜な化粧や衣

装のダンスで会場のお客さんの笑いを

誘っていました。 

　最後は皆さんお待ちかねの花火が打

ち上げられ、平成15年以来３年ぶりに

開催された夏祭りは大勢のお客さんで

にぎわいました。 

「絆」今、私たちにできること 

　今年は阿蘇ミルク牧場が、日本テレビ

系列で毎年放映される24時間テレビ「愛

は地球を救う」の募金会場となり、８月

26、27日にその催しが行われました。 

　当日は、障害者自立支援センター「た

んぽぽハウス」や西原村観光推進協議会、

シルバー人材センター「生きがい館」、

西原中学校生徒会の皆さんがボランティ

アとして参加し、募金の呼びかけなどを

行いました。また、「絆」をテーマに

DOYO組とたんぽぽハウス、同中吹奏

楽部が共演し、歌、手話、演奏を交えた

「世界に一つだけの花」が披露され、そ

のテレビ放映もありました。 

　村内各所に設置していた竹筒の募金も

合わせて、当日は約40万円の募金が集

まり、福祉や災害支援に役立ててもらう

ために全額が寄付されました。 
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　秋篠宮紀子さまが第３子をご出産され、全国的

に祝賀ムードに包まれた９月６日、構造改善セン

ターで第48回熊日金婚夫婦表彰式が開催されま

した。今年、村内で金婚をむかえられた23組の

ご夫婦のうち、21組が出席され、表彰状と記念

品が贈られました。そして、加藤村長から「次の

ダイヤモンド婚もご夫婦で元気にむかえられます

ようさらに楽しい人生を送りながら、これまでの

人生経験をいかして今後の村づくりにもご協力を

お願いします。」と祝辞がありました。 

　また、受賞者代表の東田三敏さん（北向新屋敷）

が、「村民の方にかわいがってもらえる老人であ

るようこれからも夫婦手を取り合ってがんばって

いきたい。」と謝辞を述べられました。金婚おめ

でとうございます。 

　なお、当日都合により出席い

ただけなかったご夫婦は、氏名

のみ紹介いたします。 

中村秀幹・利子 ご夫妻（高遊東） 
　島俊則・慶子 ご夫妻（医王寺） 
 
以後行政区順（敬称略）の紹介 

坂田茂延・サチ子 
（桑　鶴） 

吉村　泉・フミ子 
（下小森） 

海東義人・和子 
（風　当） 

米口貞修・ヨシエ 
（名ヶ迫） 

大谷健造・ツヤ子 
（万　徳） 

山口英男・伊津子 
（出ノ口） 

丹波　茂・久子 
（下布田） 

坂本修章・マサ子 
（出ノ口） 

武田時光・千代子 
（宮　山） 

東田三敏・フミヨ 
（北向新屋敷） 

丹波撃雄・恒子 
（下布田） 

倉岡哲英・ミツカ 
（星　田） 

内田定　・カシ子 
（北向新屋敷） 

田畑勝喜・ヨシコ 
（高遊中） 

宮下正清・幸子 
（高遊中） 

石田　優・ミチヨ 
（下古閑） 

中村　治・京子 
（瓜生迫） 

緒方幸人・貴美子 
（滝） 

坂本　吉・タマ子 
（瓜生迫） 

吉田　宏・積代 
（瓜生迫） 

中村義延・ミサ子 
（葛　目） 
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　８月24日、北海道札幌市で第35回全国救助技術大会（水上訓

練）が開催されました。この大会に西原村を管轄する高遊原南

消防署から日置啓一さん（上鳥子）、福岡雄樹さん（益城町）、

西岡治彦さん（益城町）、荒牧竜治さん（益城町）、監督：藪康博

さんが複合検索、水中検索救助の２種目にそれぞれ出場しました。

出場した選手は６月21日に山鹿市で行われた熊本県大会、そし

て７月20日に宮崎県宮崎市で行われた九州地区指導会で、優秀

な成績を納めて全国大会への切符を手にしました。 

　全国大会の水中検索救助では、３連覇王者の横須賀市消防本

部に勝利し、全国頂点の栄冠を手にしました。また日置副士長は、

２年連続の頂点というプレッシャーの中、競技に挑み僅差なが

らも王者の意地と勝負強さ、そして訓練の成果を発揮し、前人

未到の３連覇、５度目の全国優勝、自己記録更新（タイム：23

秒９）を成し遂げました。 

　西原村ソフトボール愛好会主催の平

成18年度夏季ソフトボール大会が、８

月１日から８日にかけて村民グラウン

ドにてナイターで開催されました。 

　今大会には総勢７チーム参加し、２

パートのリーグ戦方式で試合が行われ、

白熱した試合が続く中、Ｍクラブが決

勝戦でオール西原を下して、春季大会

に続く連続優勝を飾りました。 

待望の二冠達成、前人未到三連覇、５度目の全国頂点！ 

夏季ソフトボール大会 

全国中学校体育大会・ジュニア陸上 

複
合
検
索
で
優
勝
し
た 

日
置
副
士
長 

▲
 

水
中
検
索
救
助
で
優
勝
し
た 

高
遊
原
南
消
防
チ
ー
ム 

▲
 

左
が
武
田
親
臣
選
手(

兄) 

右
が
雄
平
選
手(

弟
） 

▲
 

▲白熱した決勝戦を演じる 
　Ｍクラブ 対 オール西原 

▲優勝のＭクラブチーム 

　７月の熊本県予選を突破した、西原中学校陸上部３年の武田

親臣選手と武田雄平選手（双子の兄弟）が、８月19日から香川

県立丸亀競技場で開かれた全国中学校体育大会陸上競技に出場

しました。兄弟揃っての全国大会出場は、昨年の大会に引き続

き２回目。全国から強豪選手が集う中、２人は気おくれするこ

となく競技に挑み、雄平選手が男子100ｍで８位入賞を果たし

ました。 

　また、２人は他の同校陸上部員と共に、９月９日に開幕した

第37回ジュニアオリンピック陸上競技大会熊本県予選へも出場。

水前寺陸上競技場および県民総合運動公園陸上競技場で行われ

た各種目で、10月下旬に神奈川県横

浜市の日産スタジアムで開かれる全

国大会への切符を再び掴みました。

今後ますますの活躍が期待されます。 

　大会結果は次のとおりです。 

（敬称略） 

ジュニアオリンピック陸上競技大会（県予選）結果 
男子　３年100ｍ　　１位　武田雄平　　…全国大会出場 
　　　３年200ｍ　　１位　武田親臣　　…全国大会出場 
　　　３年砲丸投げ　３位　丹波靖彰 
女子　３年800ｍ　　３位　那須久身依 
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　８月23日、昨年に引き続き河原小学校で合宿を行った

熊本大学フィルハーモニーオーケストラーによる演奏会が、

同校体育館で開催されました。開演直前に激しい夕立に見

舞われ、15分遅れの開演となりましたが、歌劇「カルメン」

より前奏曲や交響曲「運命」より第一楽章といった７曲の

演奏があり、休憩時間にはさまざまな楽器に触れることも

できました。 

　また、西原中学校吹奏学部と同部OB、OGの高校生に

よるアニメ「２人はプリキュア」の演奏や熊大フィルとの

共演もあり、聴衆はオーケストラの生演奏に聴き入ってい

ました。 

　台風の接近に伴って一週延期となった恒例の「魚のつか

み取り大会」が、８月26日に河原小学校横の滝川で行われ

ました。この催しは、西原村子ども会連合会と教育委員会

が合同で毎年実施している事業です。 

　夏休み最後の土曜日となった当日は、親子連れなど約

250人が参加。子どもたちは、滝川に魚が放流されるとヤ

マメ、マス、ウナギを捕まえようと、びしょぬれになるの

もかまわず夢中になって魚を追いかけていました。滝川が

いつまでも水遊びのできる快適な環境であるよう水環境を

大切にしていきたいものです。 

熊大フィル演奏会 

夏の思い出がまたひとつ 

大
学
生
と
中
学
生
の
共
演 

▲
 

　９月２日、今年の夏を締めくくる夏祭りが河原団地地区

で開催されました。昼過ぎから、かき氷やわたがしといっ

た住民手づくりの出店の準備が始まると、集まってきた子

どもたちはすでに待ちきれない様子でみんなニコニコ顔。

準備が整うと、さっそくゲームなどを楽しんでいました。 

　ステージでは、カラオケやギターによる演奏などが披露

され、スイカの早食いが行われると、参加者は無我夢中で

スイカにかぶりついていました。最後にお楽しみ抽選会も

あり、大盛況のうちに祭りの幕が閉じられました。 

河原団地夏祭り 

大
勢
の
客
で
大
賑
わ
い
の 

会
場 

▲
 

た
く
さ
ん
の
参
加
者
で 

賑
わ
う
滝
川 

▲
 

　西原中学校の２年生が９月11日から５日間にわたって、

村内で職場体験学習を行いました。今年度は、文部科学省

から地域指定のキャリア教育実践プロジェクトとして「キ

ャリア・スタート・ウィーク」の研究指定を受けたことに

より、例年より１日長い職場体験を実施。商店や工場など

の34事業所の協力を得て、56人の生徒がそれぞれの職場

で実際に働きました。 

　期間中は、子どもやお年寄りの方の世話をしたり、レジ

で接客をしたりと各事業所で一生懸命仕事に取り組む生徒

の姿が見かけられ、生徒たちは普段経験できないさまざま

な体験を通して、働く大変さと喜びを実感していたようです。 

西原中２年生職場体験 

店
の
厨
房
で
働
く
中
学
生 

▲
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10
月
は
土
地
月
間
、
10
月
１
日
は

十
と
一
『
土
』
で
土
地
の
日
で
す
。

土
地
基
本
法
で
は
、
土
地
に
つ
い
て

の
４
つ
の
「
基
本
理
念
」
を
定
め
て

い
ま
す
。 

 

①
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す 

　
土
地
は
公
共
性
の
強
い
も
の
で
あ

り
、
そ
の
利
用
に
は
公
共
の
福
祉
を

優
先
す
る
こ
と
に
よ
る
制
限
や
負
担

が
必
要
で
す
。 

 

②
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大

切
で
す 

　「
都
市
計
画
」
な
ど
、
土
地
利
用
に

つ
い
て
の
計
画
を
定
め
、
計
画
に
適

用
し
た
利
用
を
行
な
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ

ん 

　
土
地
を
投
機
の
対
象
と
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
本
当
に
土
地
を
必
要
と

す
る
人
が
、
正
常
な
取
引
価
格
で
取

得
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

④
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求

め
ら
れ
ま
す 

　
周
辺
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
土
地

の
価
格
が
増
大
し
得
ら
れ
る
利
益
は
、

公
共
性
の
確
保
の
た
め
に
も
受
け
る

利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

 

　
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、

土
地
の
有
効
利
用
を
み
ん
な
で
考
え

ま
し
ょ
う
。 

◆
電
動
車
い
す
の
交
通
ル
ー
ル
は
歩

行
者
と
同
じ
で
す
！ 

◆
電
動
車
い
す
は
交
通
事
故
の
加
害

者
に
な
る
こ
と
も
… 

◆
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
細
心
の

注
意
を
！ 

　
最
近
、
村
内
で
も
電
動
車
い
す
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
電
動
車
い
す
は
、
移

動
手
段
と
し
て
大
変
便
利
な
乗
り
物
で
あ

る
と
同
時
に
、
交
通
事
故
な
ど
の
危
険
性

が
伴
う
こ
と
を
、
利
用
者
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
認
識
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

   

　
車
道
を
通
行
し
て
い
る
電
動
車
い
す
を

見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
危
険
性

が
高
く
、
重
大
事
故
に
な
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
歩
道
の
あ
る
道
路
で
は
、

必
ず
歩
道
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

電
動
車
い
す
に
反
射
材
を
貼
っ
て
お
く
と
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
も
確
認
し
や
す
く
効
果

的
で
す
。 

      

　
電
動
車
い
す
に
関
係
す
る
事
故
は
、
道

路
横
断
中
に
多
発
し
て
い
ま
す
。
交
差
点

を
横
断
す
る
と
き
は
、
交
差
点
手
前
で
一

旦
停
止
し
、
安
全
確
認
の
で
き
る
位
置
ま

で
進
み
、
も
う
一
度
停
止
し
た
上
で
左
右

の
確
認
を
行
い
横
断
す
る
よ
う
、
細
心
の

注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
近
く
に
信
号
機
が
あ
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
信
号
機
の
あ
る
場
所
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。 

　
歩
道
を
通
行
し
た
り
、
見
通
し
の
悪
い

交
差
点
を
通
行
す
る
場
合
、
歩
行
者
や
自

転
車
に
注
意
し
て
通
行
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
で
き
る
だ
け
速
度
を
落
と
し
て
慎

重
な
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
役
場
総
務
課
交
通
係 

　
　
　
　
　
２
７
９
‐
３
１
１
１ 

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、「
労
働
保
険
」

の
加
入
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。 

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府

が
管
掌
す
る
保
険
制
度
で
す
。
こ
の

労
働
保
険
は
事
業
の
種
類
や
規
模
に

関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
い
て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
保
険
関
係

成
立
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

卸
・
小
売
業
等
を
中
心
に
、
か
な
り

の
未
手
続
き
事
業
場
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
解
消
に
向
け
、
厚
生
労
働
省

で
は
、
毎
年
10
月
を
「
労
働
保
険
適

用
促
進
月
間
」
と
定
め
て
、
労
働
保

険
の
適
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

　
労
働
者
の
方
が
業
務
及
び
通
勤
に

よ
る
負
傷
や
疾
病
に
か
か
っ
た
り
、

不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
必
要

な
労
災
保
険
給
付
が
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
リ
ス
ト
ラ

や
倒
産
等
に
よ
り
失
業
し
た
場
合
の

失
業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け
る
育

児
及
び
介
護
休
業
中
の
給
付
等
が
速

や
か
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
早
め
に

保
険
関
係
成
立
の
手
続
き
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室 

　
　
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
２ 
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◎平成18年10月、新たに変わります 
　平成18年４月に障害者自立支援法が施行され、福祉サービスの利用者負担や自立支援医療など、すでに

新しい仕組みに変更している制度もありますが、平成18年10月からまた新たに変わる事業があります。 

　市町村の支援事業の創意工夫を図る

とともに、利用者の状況に応じて柔軟

に対応することが求められる次のよう

な事業があります。詳しい事業内容や

利用者の範囲・負担につきましては、

役場住民課までお尋ねください。 

　これまでの補装具給付制度と、日常

生活用具給付等事業は、個別給付であ

る補装具費と、地域生活支援事業によ

る日常生活用具給付に再編されます。 

障害者等の身体機能を補完し、又は代替し、かつ、長
時間にわたり継続して使用されるもの等。義肢、装具、
車いす等 

日常生活上の便宜を図るための用具 

地域生活支援事業が始まります 

　これまでの現物支給から、補装具費

（購入費、修理費）の支給へと大きく

変わります。利用者負担についても定

率負担となり、１割を利用者が負担す

ることになります。ただし、所得に応

じて一定の負担上限が設定されます。 

　支給決定は、障害者または障害児の

保護者からの申請に基づき、市町村が

行います。 

　熊本再春荘病院は、平成17年３月に、在宅の重
症心身障害児（者）の通園施設として「なかよし
広場」を開園いたしました。（現在30名、２歳～
32歳までの方が登録され利用されています。） 
　療育の内容としては、歌やゲーム遊び、利用者
の状態に応じた生活援助やリハビリ、また、行事
やレクレーション活動など一日を楽しく過ごせる
日課を用意しています。ご希望の方は、「なかよ
し広場」の見学や、利用相談も受け付けています
ので次の問い合わせ先までご連絡下さい。 

 
対象者：在宅の重症心身障害児（者） 
利用日：月曜日～金曜日　9：30～15：30 
　　　　(土日、祝祭日、年末年始を除く。) 
費　用：１日460円 
職員構成：医師、看護師、児童指導員、保育士、
　　　　　理学療法士など 
【問い合せ先】国立病院機構熊本再春荘病院 
　　　　　　　「なかよし広場」担当　矢津田 
　　　　 　　　　096‐242‐1000

補装具費の支給 

障害者自立支援法 

地域生活支援事業とは？ 
・相談支援（関係機関との連絡調整、権利擁護） 
・コミュニケーション支援（手話通訳派遣等） 
・日常生活用具の給付または貸与 
・移動支援 
・地域活動支援センター（創作的活動、生産活動の機会提供、
社会との交流促進等） 
・自動車運転免許取得、改造助成事業　　　など 

補装具費の支給を希望する場合 

　①申請（市町村）　②支給決定（市町村） 

　③障害者と補装具製作業者による契約 

　　（※製作指導・適合判定　更正相談所等） 

　④製品引渡し 

　⑤支払い　障害者は１割負担 

日常生活用具の給付（貸与）（上記、地域生活支援事業） 

　給付決定は、障害者又は障害児の保護者からの申請に基づき、

市町村が行います。（利用者負担は市町村が決定します。） 

 

補装具 

日常生活 
用具 

【問合せ先】 役場住民課健康福祉係　　279‐4397
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平成１８年事業所・企業統計調査 

平成18年10月1日　　総務省統計局　熊本県　西原村 

お手元の調査票のご記入はお済みですか？ 
もれがないかもう一度ご確認ください。 

調査票が届きましたら一緒にお渡ししました「調査票の
記入の仕方」をご覧の上、もれなくご記入ください。 
調査票の回収につきましては、10月1日以降調査員が行
いますので、その調査員にお渡しください。 
なお、調査票の配布及び回収の際には、調査員は必ず「調
査員証」を携行しています。 

　交通事故による死者数は年々減少傾向にあるも
のの、事故発生件数及び負傷者数については、発
生件数は６年連続で90万件(平成17年末)を越え、
負傷者数は７年連続で100万人(同年末)を越えるな
ど、国民誰もが交通事故の被害者にも加害者にも
なり得る極めて深刻な状況となっています。 
　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者に
とっても加害者にとっても悲惨な結果をもたらす
ものです。 
　自賠責保険・共済は、原動機付自転車を含むす
べての自動車の保有者に、自動車１台ごとに加入
が義務づけられており、すべての加害者の賠償責
任を担保するとともに、すべての被害者の基本的
な賠償を保障する制度であり、被害者の保護を目
的としています。 
　一人ひとりが、より一層自賠責制度の役割・重
要性や、保険金・共済金の支払いのしくみなどを
十分に理解・認識することがとても大切です。 
【問合せ先】国土交通省九州運輸局熊本運輸支局 
　　　　　　　096‐369‐3155

　平成14年の俵山バイパス開通に伴い、高森中央～
（久木野庁舎経由）～（西原村役場経由）～熊本駅行
きの空港リムジンバスが運行中です。 
　現在、往復４便のバスが運行しています。ぜひ、
ご利用ください。 

万一の交通事故で
も私たちを必ず守
ってくれる。 
それが自賠責制度 

　国民年金は、就職や結婚、脱サラ、退職など
さまざまな人生の節目でそのつど「手続き」が
必要です。 
 
●会社などに勤めていない人や学生が20歳にな
ったとき　 
　⇒　すべての人が加入します。 
●60歳になる前に会社などを退職したとき 
⇒　60歳になるまでは第１号被保険者として
加入します。 

●結婚などで氏名が変わったとき　 
　⇒　手続きをしてください。 
●引越しをしたとき 
⇒　住民票の手続きと一緒に国民年金の手続
きをしましょう。 

【問合せ先】役場住民課　　279‐3113

調査員が調査票を受け取りに伺います。 
 

◆高森中央～西原・久木野～熊本駅前　（平日） 

揺ヶ池 

役場入口 

西原台 

熊本空港 

県庁前 

交通ｾﾝﾀｰ 

熊本駅前 

7:07 

7:12 

7:15 

7:22 

7:46 

8:06 

8:15

9:07 

9:12 

9:15 

9:22 

9:43 

9:58 

10:06

13:37 

13:42 

13:45 

13:52 

14:13 

14:28 

14:36

15:37 

15:42 

15:45 

15:52 

16:13 

16:28 

16:36

◆熊本駅前～西原・久木野～高森中央　（平日） 

ダイヤが変わりました！ 

熊本駅前 

交通ｾﾝﾀｰ 

県庁前 

熊本空港 

西原台 

役場入口 

揺ヶ池 

10:00 

10:09 

10:28 

10:54 

11:01 

11:04 

11:09

12:00 

12:09 

12:28 

12:54 

13:01 

13:04 

13:09

16:15 

16:24 

16:43 

17:10 

17:17 

17:20 

17:25

18:15 

18:26 

18:48 

19:15 

19:22 

19:25 

19:30
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阿蘇広域行政事務組合 

汚泥再生処理センターとは 

汚泥再生処理センター（仮称）の名称を募集します！ 

【応募方法】 
官製はがき（電子メール可）により、施設の名称・
名称の由来・住所・氏名・年齢（学生の方は学校
名及び学年）・電話番号の順に記載してください。 
汚泥再生処理センター（仮称）の名称を募集します！ 
【応募対象者】 
どなたでも結構です 
【募集期間】 
平成18年9月1日(金) ～平成18年10月31日(火) 

【表　　彰】 
最優秀賞１点：賞状および副賞 
※副賞として記念品または商品券（50,000円相当） 
※採用作品の表彰については、汚泥再生処理セン
ター(仮称)竣工記念式典時に行います。 
【問い合わせ及び応募先】 
〒869-2236　阿蘇市跡ヶ瀬１７７番地　 
阿蘇広域行政事務組合　環境衛生課 
電話　0967-24-5353 
メール　yuzo-koiki@aso.ne.jp

　平成19年３月に完成予定のこの施設は、１日
の処理能力91klで、阿蘇市、産山村、高森町、
南阿蘇村、西原村から排出されるし尿や浄化槽
汚泥などを適正処理して水質保全を行うとともに、
余剰汚泥は堆肥化して造粒・袋詰めしたものを
地域の皆さんに再利用していただく循環型のシ
ステムを備えた最新の施設となります。　 
　また、設備全体を建屋内に納めて臭気等を外
に出さない密閉型の施設となり、施設景観も従
来のイメージを一新するものとしております。 

阿蘇広域行政事務組合汚泥再生処理センター完成予定図 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
● 

10月16日（月）～22日（日） 
～ 秘密は守られます ～ 

　総務省の行政相談では、「道路の段差を改善してもら
いたい」「行政の処理に納得いかない」など、国民から
の苦情や意見を聞き、その解決や実現を促進するととも
に、行政運営の改善を図っています。 
　西原村でも次のとおり相談所を開設します。あなたの
行政に対する苦情、疑問、ご意見をお聞かせください。
秘密は固く守られます。 
　どうぞお気軽にお越しください。 
 
相談日時　10月20日（金）午前９時～正午 
場　　所　地域福祉センター（のぎく荘） 
対 応 者　行政相談委員　荒木　昭一 

※平素の電話相談は荒木まで　　279‐2418

と　き：10月19日（木）午前10時～午後３時 
ところ：構造改善センター 
対応者：法務局職員・人権擁護委員 
こんなことでお困りの方はお気軽にどうぞ！ 
・家庭内のことでなやんでいるとき 
・相隣関係で困っているとき 
・借地、借家で困っているとき 
・相続、遺言でなやんでいるとき 
・人権問題で困っているとき 
・金銭問題で困っているとき 
・いろいろな心配ごとや困りごとでなやんで
いるとき 

【問合せ先】役場総務課　　279‐3111
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肝臓病に注意！意！!肝臓病に注意！意！!肝臓病に注意！!

　西原村のH17年度住民基本健診の結果

をみてみると、肝臓機能に異常値を示す

割合が増えています。 

　特に40代・50代・60代の男性では、

約半数の方が異常値を示しています。要

因もアルコール性の疑いを示す割合が多

くみられます。働き盛りの男性の将来の

健康を考えると、男性の夜の会合（飲み会）

の回数、飲み会の時間、飲む量などをみ

んなで考える必要があります。 

　高齢社会の今日、元気で長生きするた

めには、まずは一人ひとりが今の自分の

アルコールの量を考えてみて、適量を身

に付けるようにしましょう。 

男性は特に要注意？ 

◆アルコールは適量。週に2日は休肝日を設ける。 

　　・ビールなら中びん1本　 ・焼酎なら0.5合　 

　　・ワインならグラス1杯　 ・日本酒なら１合　 

　　・ウイスキーならシングル２杯　 

◆腹八分目を心がけ、食べ過ぎに気をつけて適正体重を保つ。 

◆薬を分解するのは肝臓の役割。余分な薬を飲まない。 

◆意識して歩くなど、体を動かす機会を増やす。 

◆「主食・副菜・主菜・汁物」で栄養バランスのよい食事をとる。野菜をいっぱい食べる！ 

　里親制度は、家族や親子の様々な事情により家
庭生活を送ることができない子どもに、家庭的な
環境を提供し、子どもを心身ともに健やかに育て
ることを目的とする、児童福祉法に基づいた、子
どものための制度です。 
　10月の里親月間にあわせ、地域社会における子
育て支援のあり方や地域の中で子育てに関わる里
親の意義、役割を考え、推進していきましょう。 
　里親制度の詳細については、最寄りの児童相談
所へお問い合わせください。 
【問合せ先】熊本中央児童相談所 
　　　　　　　096‐381‐4451

飲みすぎると肝臓で中性脂肪
の生成が盛んになり、内臓脂
肪の蓄積につながります。 

食べ過ぎは内臓脂肪（脂肪肝）
になり、肝臓の機能が悪くな
ります。 

肝臓病を防ぐポイント 

～肝臓は「沈黙の臓器」と呼ばれ、症状が現れにくいので 
　　　　　　　　　　　　　検査値の変化に注意が必要です～ 

こんにちは住民課です 
　　279‐4397

異常なし 

要精密 

他の要因 

アルコール 
の疑い 

● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ●  

10月は里親月間です 
全国地域安全運動 
　　10月11日（水）～20日（金） 
運動重点 
　◇　子どもの犯罪被害防止 
　◇　住宅を対象とする侵入犯罪の防止 
　◇　街頭におけるひったくり、性犯罪の防止 
　◇　乗物盗、自動販売機・車上ねらいの防止 
　◇　振り込め詐欺等の防止 
　防犯は毎日の心がけが必要です。「自分たちの

安全は自分たちで守る」という気持ちで、安全で

安心して暮らせる地域社会を実現させましょう。 

～みんなでつくろう安心の街～ 

0％ 

75以上 

70－74

65－69

60－64

50－59

40－49

20％ 40％ 

肝機能（男性） 

60％ 80％ 100％ 

0％ 

75以上 

年齢 

年齢 
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20％ 40％ 

肝機能（男性）の『要精密』の要因 

60％ 80％ 100％ 
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子育て支援室 

　気候の良いこの時期、戸外を歩いたり、散歩に出かけると色づいた木の葉やいろんな草、木
の実などに出あうことができます。 
　子どもたちと一緒に秋の自然を感じ、思いっきり触れて遊びましょう。 

○リズム遊び 
　９月は運動会シーズンにちなみ、毎週火曜日の朝11

時から30分程度、リズム遊びを行いました。どうぶつ

体操、タンバリンを使ったリズム遊びとジャンプ、マ

ット遊び、絵合わせゲームなど、子どもたちはたくさ

ん体を動かして、元気に楽しく参加してくれました。 

○10月の支援室 
　実りの秋ということで、10月

にはみんなで芋ほりをして、芋を

使ったおやつ作りを計画していま

す。収穫の喜びとともに土の感触

を味わういい機会ですね。 

　子育て支援室は、毎週月・火・

金曜日の午前10時から午後３時

まで開園しています。たくさんの

方のご参加をお待ちしています。 

　熱帯の海上で発生する「亜熱帯低気圧」のうち、
北大西洋で発達し中心付近の最大風速が約17ｍ/s
以上のものを「台風」と呼びます。 

備えあれば… 

No 13【台風】 

【問合せ先】 総務課 防災係　　279-3111

自分自身の防災力を高めましょう。 

にしはら保育園子育て支援室 

「台風は予測が可能」と安易に 
ならず、日頃から対策を！ 

大きさ：風速15m/s以上の半径（超大型は半径800㎞以上） 
強　さ：域内の最大風速（猛烈なは54m/s以上） 

　台風が接近したら、早めに準備を行い、台風が過
ぎるまで必要以外の外出は避けましょう。 

～台風の強さと大きさ～ 

　消防法施行令第３条第１項の規定による講習会を
開催致します。 
　日　　時：11月15日（水）～16日（木） 
　　　　　　９時～17時 
　場　　所：高遊原南消防本部 
　定　　員：63名 
　受付期間：10月10日（火）～20日（金）まで 
　　　　　　但し、定員になり次第締め切ります。 
申込方法：高遊原南消防本部備え付けの受講申込

書に必要事項を記入し、６ヶ月以内
に撮影した正面上半身像（縦3㎝×
横2.5㎝）の写真２枚、講習テキスト
代3,000円を添えて下記まで申し込ん
でください。 

【申込み・問合せ先】高遊原南消防本部・予防課 
　　　　　　　　　　　096‐286‐2119

甲種防火管理者 
資格習得講習会の開催 資格習得講習会の開催 資格習得講習会の開催 

　台風が近づいたら気象
情報に注意し、注意報等
が出た場合は、早めの対
策や避難を心掛ける。 

絵
合
わ
せ
ゲ
ー
ム 

ゲームで優勝した２人が 
互いの健闘をたたえ握手 

■窓ガラスや家の周りの点検。 
■飛ばされそうな物を整理。 御

礼 

　北海道千歳市にお住まいの山下友幸
さんより、広報送付の御礼として金一
封をいただきました。 
　ありがとうございました。 
　　　　　　　　　　　　　西原村 

低 
低 

高 

高 

台 

低 
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ホッとNEWS
総務課情報政策係 279-3112
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坂口　綾香 ちゃん 
さかぐち あや か 

山本　愛結 ちゃん 
やまもと あ ゆ 

松　未菜美 ちゃん 
まつざき み な み 

奉弘さん･真美さん（小森） 

元気いっぱいの綾香です。そのちゃん、
さっちゃんこれからもよろしくね。 

利隆さん・並穂さん（高遊東） 

たくさん食べて、いつもニコ
ニコ！！元気一杯！！ 

一門　克磨 くん 
いちかど かつ ま 

いっぱい食べて大きくなりま
す。 

　行さん・和子さん（高遊西） 

タマノひいばあちゃん、ずっ
と元気で長生きしてね！ 

幸雄さん・美穂さん（大切畑） 

古川　智明 

▲ＮＹシティの街並み 

 

　西原村のみなさん、こんにちは！ 
　私の名前はエミリー・アイクマンです。新しいＡＬＴ（外国語指
導助手）です。アメリカのミネソタ州にあるイヨタという小さな町
から来ました。家族は、父トニー、母ナンシー、私、妹マロリーの
４人家族です。現在24歳で、趣味はキャンプ、水泳、アートワーク、
そして読書です。 
　西原村に赴任できてとてもうれしく思います。多くの皆さんにお
会いできるのを楽しみにしています。もし私を見かけたら、声をか
けてくださいね。 
　あなたと会えるのを楽しみにしています。　　エミリー 

　皆さんこんにちは。僕
は現在、アメリカのニュ
ーヨークにメカニカルエ
ンジニアを目指して留学
しています。 
　皆さんは、今年の夏を
どうお過ごしになりまし
たか？僕はフロリダのオ

ーランドにあるディズニーワールドに今年の５月に
行ったきり、夏休みは特にどこにも行きませんでした。
とても暇でした…。でもディズニーワールドは楽し
かったですよ。皆さんも是非行ってみてください。
しかし、７～８月に行くのは避けた方がいいですよ。
驚くほど暑いので。  
　もう９月も過ぎ、日本の大学生も授業が始まって
いると思います。アメリカの学校は９月からが新学
期というところが多くて、たくさんのフレッシュマ
ン（新入生）が入学してきます。 
　僕の通っている大学は、大きく秋学期（９月～12月）、
春学期（２月～４月終わり）と２つの学期に分けら
れます。もちろんこの期間だけでなく、冬学期（１
月はじめ～１月終わり）と夏学期（６月～８月はじめ）
もありますが、授業料が高いのでアメリカ人はあま
りとりませんが、留学生は結構とります。来月号で
は大学の勉強について話したいと思います。 

エミリー・マリー・ 
アイクマン 
Emily Marie Eichman 
出身：アメリカ 
年齢：24歳 
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いのちの教育 
教育委員会 279-4424

石
綿 

障害者の人権 障害者の人権 障害者の人権 

～雇　用～ 
　すべての人にとって働くことは、単に「所得を得るため」という

経済的な理由だけではなく、いきいきとした生活と自己実現を図る

ために、とても大切なことです。 

　日本では障害者の働く権利を保障し、雇用を進

めるために、「障害者の雇用の促進等に関する法律」

があります。障害者も、障害がない人と同じ労働

者の一員として社会参加し、その人が持つ能力を

発揮できる機会が保障されなければなりません。 

　事業主は、障害者を法定雇用率以上、つまり従

業員数に応じて一定の割合以上で、雇用する義務

があります。従業員300人を超える事業所では、

障害者の割合がこの法定雇用率を満たさない場合は、

不足する障害者一人あたり月額５万円の納付金を

払うことになっています。 

　これは、「障害者雇用納付金制度」といい、収め

られた納付金は、障害のある人を雇用する事業所

の経済的負担を軽くするための補助金などに使わ

れています。しかし、半数以上の企業で、法定雇

用率は達成されていません。 

　また、この「障害者雇用納付金制度」の対象が、

「身体障害者」と「知的障害者」に限定されており、

「精神障害者」は除外されていることや、ドイツ

やフランスに比べて、法定雇用率そのものが低い

ことなどの問題点も指摘されています。 

　一方、企業で働くことが難しい障害者の人たちは、

小規模作業所、授産施設、福祉工場などの働く場

所を得て、技能の習得・向上を図っているところ

です。障害の有無に関わらず、それぞれの能力を

活かして働ける社会をつくることが大切なのでは

ないでしょうか。 

人権啓発資料「スマイルハーモニー」より 

コッコロ 

熊本県人権センター　 
　　　096－384－5822 
障害者１１０番 
熊本県身体障害者福祉団体連合会 
　　　096－354－4110
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給
付
・
休
業
補
償
給
付
の
支

給
対
象
と
な
り
ま
す
。 

◆
救
済
給
付
と
の
同
時
請
求
に
つ

い
て 

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
に
つ
い
て
、

石
綿
ば
く
露
の
原
因
が
業
務
に
よ

る
も
の
か
、
業
務
以
外
の
原
因
に

よ
る
も
の
な
の
か
明
ら
か
で
な
い

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
請
求
と
救
済
給
付
の
申
請
を
同

時
に
行
な
う
こ
と
も
可
能
で
す
。 

◆
各
種
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ 

　
特
別
遺
族
給
付
金
や
労
災
保
険

制
度
に
つ
い
て
は
、
熊
本
労
働
局

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
労
災
保
険
給
付
の
対
象
と
な
ら

な
い
方
へ
の
救
済
給
付
に
つ
い
て

は
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保

全
機
構
（
　
０
１
２
０
‐
３
８
９

‐
９
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 
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行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会 

子
育
て
支
援
の
店
・
企
業
推
進
事
業 

　
熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎
月
10

月
を
「
行
政
書
士
制
度
強
調
月
間
」
と

し
て
、
電
話
で
の
相
談
が
難
し
い
ケ
ー

ス
や
ご
来
場
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
へ
、

専
門
の
行
政
書
士
が
直
接
面
談
に
て
相

談
に
応
じ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
10
月
19
日
（
木
）・
20
日
（
金
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場
所
　
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
地
階
「
観

音
の
泉
前
広
場
」 

相
談
内
容 

・
各
種
許
認
可
、
登
録
に
関
す
る
こ
と 

・
会
社
、
医
療
法
人
、
協
同
組
合
な
ど

の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と 

・
遺
言
、
相
続
に
関
す
る
こ
と 

・
経
理
記
帳
、
内
容
証
明
書
、
契
約
書

の
作
成
に
関
す
る
こ
と 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
行
政
書
士
会 

　
　
　
０
９
６
‐
３
８
５
‐
７
３
０
０ 

　
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
性

が
抱
え
る
様
々
な
悩
み
に
つ
い
て
、
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
に
出
向
い
て
相
談

に
応
じ
る
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

　
家
庭
の
悩
み
、
男
女
間
の
暴
力
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
、
是
非
こ
の
機
会
を

ご
利
用
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

予
約
に
よ
る
来
所
相
談
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
に
て
ご
予
約

下
さ
い
。 

相
談
内
容
　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、
家
庭
の
不
和
、
離
婚
、
生
活
の

立
て
直
し
、
売
春
強
要
、
女
性
の
た
め

の
こ
こ
ろ
と
妊
娠
に
関
す
る
相
談
等 

日
時
　
10
月
30
日
（
月
）
 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
 

場
所
　
熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
 

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
阿
蘇
福
祉
事
務
所 

　
　
　
０
９
６
７
‐
２
２
‐
３
０
２
８ 

　
熊
本
県
の
技
能
を
支
え
る
技
能
士
が

優
れ
た
技
を
披
露
し
ま
す
。
建
築
大
工
・

左
官
・
塗
装
・
畳
・
建
具
・
和
裁
・
フ

ラ
ワ
ー
装
飾
・
調
理
等
す
べ
て
の
技
と

触
れ
あ
え
ま
す
。
 

期
日
　
11
月
11
日
（
土
）〜
12
日
（
日
） 

場
所
　
熊
本
市
辛
島
公
園
・
サ
ン
ロ
ー

ド
新
市
街
・
び
ぷ
れ
す
広
場 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
技
能
祭
実
行
委
員
会 

　
　
　
０
９
６
‐
３
８
２
‐
４
５
８
５ 

平
成
18
年
度
熊
本
県
女
性
相
談 

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ 

若
年
者
向
け
就
職
活
動
支
援 

セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集 

パ
ソ
コ
ン
短
期
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ 

（
表
計
算
３
級
）受
講
者
募
集 

熊
本
県
技
能
祭「
技
能
ふ
れ
あ
い
・ 

体
験
ス
ト
リ
ー
ト
２
０
０
６
」 

　
県
で
は
、
35
歳
以
下
の
求
職
者
の
方

（
学
生
を
除
く
）
を
対
象
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど
企
業
が
求
め
る
就
職
基

礎
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習
会

「
就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

期
日
　
10
月
25
日
（
水
）〜
31
日
（
火
）

（
土
日
を
除
く
５
日
間
） 

会
場
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
津
浦
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
熊
本
市
津
浦
町
） 

受
講
料
　
無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２

千
円
は
自
己
負
担
） 

募
集
期
間
　
10
月
13
日
（
金
）
ま
で 

申
込
方
法
　
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校
　 

　
　
　
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１ 

　
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
就

職
に
必
要
な
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し

た
講
習
会
を
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
に
て
実
施
し
ま
す
。 

受
講
資
格
　
①
〜
⑧
を
全
て
満
た
す
方 

①
就
職
を
希
望
し
て
い
る
②
雇
用
保
険

受
給
の
対
象
外
で
あ
る
③
全
日
程
出
席

で
き
る
④
県
内
在
住
⑤
現
在
学
生
で
は

な
い
⑥
開
講
日
に
お
い
て
65
歳
未
満

⑦
過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン
タ
ー
講

習
会
を
受
講
し
て
い
な
い
⑧
関
数
を
利

用
し
た
表
作
成
が
で
き
る 

内
容
　
11
月
28
日
〜
12
月
19
日
、
昼
間
。

パ
ソ
コ
ン
表
計
算
３
級
の
検
定
試
験
を

実
施
。 

受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
・
検
定
料
は

別
途
必
要
） 

定
員
　
20
人
。
選
考
に
て
受
講
者
決
定 

申
込
日
時
　
10
月
25
日
、
26
日
の
10
時

〜
15
時
の
間
に
パ
レ
ア
に
来
場 

【
問
合
せ
先
】 

　
パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
０
９
６
‐
３
５
５
‐
４
３
０
９ 

　
県
で
は
、
子
育
て
を
応
援
す
る
店
舗

や
企
業
等
を
子
育
て
と
く
と
く
・
あ
っ

た
か
・
従
業
員
応
援
団
と
し
て
募
集
登

録
し
、
10
月
か
ら
は
就
学
前
の
子
ど
も

連
れ
の
ご
家
族
な
ど
が
お
出
か
け
の
際

に
、
こ
れ
ら
の
応
援
団
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
た
店
舗
な
ど
で
子
育
て
応
援
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
少
子
化
対
策
課 

　
　
　
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
２
５ 
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夢と欲望 

「欲望に走ると滑稽に 
　見られていることがわからない」 

役場各課・係 
直通ダイヤル 
役場各課・係 
直通ダイヤル 

〈総務課〉 
総務・財政係（代表） 
企画振興・情報政策係 

〈教育委員会〉 

〈議会事務局〉 

〈収入役室〉 

〈税務課〉 
税務係 
国民保険係 

〈産業課〉 
経済係（農業委員会） 
土木建築係 
地籍調査係 
水道係 

〈住民課〉 
住民・環境衛生係 
健康福祉係 

〈にしはら保育園〉 

 
279-3111 
279-3112 

279-4424 

279-4364 

279-4394 

 
279-4395 
279-4389 

 
279-4396 
279-3114 
279-4417 
279-4398 

 
279-3113 
279-4397 

279-2054

※土日、祝祭日は 

　　　　　　　へお願いします。 279-3111

男
女
共
同
参
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

を
派
遣
し
ま
す 

生
衛
業
経
営
相
談
室
開
設
の 

ご
案
内 

働
く
婦
人
の
家
短
期
講
座
受
講
生 

募
集 

　
県
で
は
事
業
所
や
各
種
団
体
が
行
う

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
会
や
講

演
会
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
講
師
）
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
講
師
へ
の
謝
金
と
旅

費
は
県
が
負
担
し
ま
す
。
セ
ク
ハ
ラ
防
止
、

Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
間
の
暴
力
）
防
止
、
女

性
の
登
用
な
ど
に
関
す
る
研
修
会
等
も

対
象
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

　
男
女
共
同
参
画
で
男
女
が
共
に
暮
ら

し
や
す
い
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
Ｐ
Ｓ
課 

　
　
　
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
８
７ 

 

　
新
規
開
業
や
店
舗
の
新
築
・
改
築
、

支
店
開
設
で
融
資
希
望
の
方
、
お
よ
び

売
上
げ
や
資
金
繰
り
等
営
業
の
見
直
し

を
考
え
て
お
ら
れ
る
方
へ
！
今
ま
で
の

経
験
・
技
術
を
生
か
し
て
独
立
開
業
を

予
定
の
方
、
現
在
の
事
業
を
見
直
し
て

発
展
・
成
長
を
お
考
え
の
方
は
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

相
談
内
容 

・
経
営
　
店
舗
の
建
築
や
改
装
、
支
店

の
開
設
、
事
業
の
見
直
し
（
売
上
・
資

金
繰
）
等
の
経
営
全
般
の
相
談
、
経
営

情
報
の
提
供
。
新
規
開
業
に
お
け
る
経

営
方
針
お
よ
び
資
金
計
画
。 

・
融
資
　
必
要
な
資
金
に
関
す
る
生
活

衛
生
融
資
（
国
民
生
活
金
融
公
庫
）
の

利
用
方
法
と
手
続
。 

・
税
務
　
所
得
税
、
消
費
税
、
相
続
税
、

贈
与
税
等
に
関
す
る
相
談
及
び
帳
簿
等

の
記
帳
方
法
。 

対
象
者
　
生
活
衛
生
関
係
営
業
者
　
又

は
開
業
予
定
の
方
。（
飲
食
関
係
営
業
、

食
肉
販
売
、
理
容
、
美
容
、
旅
館
ホ
テ
ル
、

公
衆
浴
場
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
） 

日
時
　
11
月
13
日
（
月
）
10
時
〜
15
時 

場
所
　
阿
蘇
保
健
所 

【
問
合
せ
先
】 

（
財
）
熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー 

　
　
　
０
９
６
‐
３
６
２
‐
３
０
６
１ 

☆
パ
ー
チ
メ
ン
ト
ク
ラ
フ
ト 

　
紙
か
ら
創
り
出
す
素
敵
な
「
レ
ー
ス

の
よ
う
な
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
」
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ

ー
を
使
っ
て
レ
ー
ス
の
よ
う
な
模
様
を

つ
け
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
創
り

ま
す
。 

日
程
　
11
月
７
日
（
火
） 

募
集
人
員
　
15
名
（
先
着
順
） 

☆
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う 

　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
忘
年
会
、

新
年
会
な
ど
集
ま
り
の
多
く
な
る
季
節
。

指
先
の
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
ん
で
、
み
ん

な
の
視
線
を
集
め
ま
し
ょ
う
。 

日
程
（
日
に
ち
を
選
ん
で
申
込
み
） 

　
11
月
18
日
（
土
）、
12
月
６
日
（
水
） 

募
集
人
員
　
各
20
名
（
先
着
順
） 

☆
そ
ば
打
ち
体
験
講
座 

　
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、
手
打
ち
そ
ば
。

今
年
こ
そ
年
越
し
そ
ば
を
打
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
楽

し
く
そ
ば
打
ち
を
体
験
で
き
ま
す
。 

日
程
（
日
に
ち
を
選
ん
で
申
込
み
） 

　
11
月
17
日
（
金
）、
25
日
（
土
）、
30

日
（
木
）、
12
月
16
日
（
土
） 

募
集
人
員
　
各
24
名
（
先
着
順
） 

い
ず
れ
の
講
座
も 

場
所
　
益
城
町
働
く
婦
人
の
家 

受
講
料
　
無
料
（
材
料
費
別
途
必
要
） 

受
講
資
格
　
益
城
町
、
御
船
町
及
び
西

原
村
に
居
住
も
し
く
は
職
場
が
あ
る
人 

申
込
方
法
　
働
く
婦
人
の
家
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
期
間
　
10
月
23
日（
月
）〜
28
日（
土
） 

【
問
合
せ
先
】 

　
益
城
町
働
く
婦
人
の
家 

　
　
　
０
９
６
‐
２
８
６
‐
６
６
６
５ 
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西原村社会福祉協議会 

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

279-4141 
279-4140相談専用 
279-4388FAX

225号 ふれあいネットワーク ふれあいネットワーク 

おかげさまで、共同募金運動は今年で60年を迎えました。 

3,308,000円 

地域の福祉みんなで参加 

一人ひとりのやさしい心があつまり熊本県で15年連続１位 

本年度も皆様の温かいご協力お願いいたします。 

・戸別募金　・法人募金 
・大口募金　・街頭募金 
・学校募金　・職域募金 

平成18年度　西原村の目標額 

皆様から寄せられました募金は西原村の福祉のため大切に使われています。 
使途実績につきましては２月号をご覧下さい。 

平成18年度西原村社会福祉協議会へ 
　　　配分金　3,191,248円 
　　　（前年度実績の91.3％） 

平成17年度の募金実績額　3,495,248円 

わたしたちの村の幸せのために わたしたちの村の幸せのために 

社会福祉協議会では高齢者福祉を推進する為に以上の方々
の情報を把握したいと思っております。 
該当されます方は各地区担当民生委員さんまたは社協にお
知らせ下さい。 

今年も 

☆70歳以上のお一人暮らしの方 
☆どちらかが75才以上の高齢者夫婦世帯 

支会・分会名 1世帯あたり金額（円） 支会・分会名 1世帯あたり金額（円） 

1 

2 

3

1 , 8 2 4  

1 , 6 4 4  

1 , 4 0 4

4 

5 

6

1 , 3 9 0  

1 , 2 1 5  

1 , 1 8 9

錦 町 分 会  

菊 水町分会  

御所浦町分会 

西原村分会  

玉東町分会  

栖 本町分会  

東　敏光さん（新所） 
　　　　↓ 
東　敏光さん（下小森）でした。 

住吉壽トさん 
　　↓ 
吉住壽トさん 

先月号の90才以上の名簿の中で 

訂正しお詫び申し上げます。 

募金の種類 

お詫びと訂正 お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー 


